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医療法人における内部統制の実態調査に向けての検討
ʕアンケート調査実施に向けての先行研究のݕ౼ʕ
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ᶗ．͸͡Ίに～医療法人における内部統制にؔ͢る実態調査΁のܦҢ

̍．Ӧར૊৫ମにおける内部統制のೝࣝ

　営利組織体における内部統制は、ค০ܾࢉやܦ営者のෆ঵事を受け、公認会࢜ܭまたは

監査法人（以下、公認会࢜ܭとදهした場合には監査法人もؚΉ）によるࡒ຿ॾද監査や

くਁಁしている。以下のਤ̍޿営者౳にܦ、る内部統制の監査の実施により܎຿報告にࡒ

は、2007（ฏ੒19）年̎月に（ג）෋࢜通૯研ࡁܦ研究所が公දした「೔本における内部

統制の現状に関するアンケート調査ʕ上場企業向け調査の集ܭ結果ʕ」̍ （以下では、本

調査に関しては上場企業調査とする）である。この上場企業調査は、内部統制関࿈৚߲が

ؚまれたۚ༥঎඼औҾ法が੒ཱした࣌ظに行われており、営利組織体では内部統制が制౓

として注໨された当初より、໿70� の営利組織体が内部統制構築について「高いϨϕϧ」、

「同業ଞ社と同౳Ϩϕϧ」のҡ࣋を໨指しており、「࠷௿ݶϨϕϧの確อ」をؚめると໿

96� が内部統制を認識していることがうかがえる結果である。

̈ 大࢈ࡕ業大ֶܦ営ֶ部ܦ営ֶՊڭत
૲ 稿 ఏ 出 ೔　11月15೔
稿ఏ出೔　11月15೔ݪऴ࠷

̍ 2006（ฏ੒1�）年̕月に上場企業શ社3
691社を対象に、調査ථを޿報ɾܦ営企ը部໳にૹ෇し、調査
ථのฦૹまたは΢Σϒでのճ౴の方ࣜを࠾用している。ճऩ਺は�14社となっている。本調査の࣌ظは、
内部統制関࿈৚߲がؚまれたۚ༥঎඼औҾ法が2006（ฏ੒1�）年̒月に੒ཱした࣌ظである。
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医療法人における内部統制の実態調査に向けてのݕ౼（౻Ԭӳ࣏）

織における内部統制の紹介を行うものが中৺であった̑。だが、非営利組織体のෆਖ਼やෆ

঵事を受け、ঃʑにではあるが非営利組織体の内部統制のݕ౼が行われてきている̒。

̏．医療法人における内部統制にؔ͢る実態調査΁のܦҢ

　医療法人は、非営利組織体の一つである。筆者のこれまでのݕ౼から、医療法人にお

ける公認会࢜ܭによる外部監査の実施は、ੵۃ的とは言えない状況であることを指ఠし

た̓。これは、医療法人における内部統制の構築についてもෆे分な状況が想૾できる要

Ҽでもある。

　ところが、2015（ฏ੒27）年医療法վਖ਼（以下、医療法վਖ਼とهした場合には2015年の

医療法վਖ਼を指す）により、2017（ฏ੒29）年４月̎೔以߱に։࢝する事業年౓より一

定の৚݅をຬたす医療法人̔において公認会࢜ܭによる外部監査がڧ制された。つまり、

̑ 以下のような論文౳がある。
೔』「点からʕ؍຿報告ɾσΟεΫϩーδϟーのࡒ組織の特௃に応͡た内部統制のཹ意点ʕ」稿ࢠๆࢢݹ 

本ۜ行ۚ༥研究所σΟεΧογϣン ŋ ϖーύー ŋ γリーζ』%JTDVTTJPO 1BQFS /P�2006�+�6、2006年４月。
೔本ۜ行ۚ༥研究所σΟεΧογϣン』「の中ԝ੓෎における内部統制についてࠃӳ」࿨稿ޱڮ  ŋ ϖー

ύー ŋ γリーζ』%JTDVTTJPO 1BQFS /P�2006�+�7、2006年̓月。
 ৿ؽ稿「ถࠃの࿈๜੓෎における内部統制について」『೔本ۜ行ۚ༥研究所σΟεΧογϣン ŋ ϖーύー

ŋ γリーζ』%JTDVTTJPO 1BQFS /P�2006�+��、2006年̔月。
̒ 以下のような論文౳がある。
 ஍方公ஂڞ体における内部統制のあり方に関する研究会『内部統制による஍方公ஂڞ体の組織Ϛωδ

ϝントվֵʙ信頼される஍方公ஂڞ体を໨指してʙ』2009年３月。この報告書をػܖとして、2020年
４月よりの౎ಓ෎ݝ、੓ྩ指定౎ࢢにおける内部統制の構築ٛ຿Խにつながっている。

稿「非営利組織における内部統制の現状ʕ自࣏体පӃにおけるアンケート調査による分析」ߒٛؒٱࠤ 
『非営利法人研究ֶ会ࢽ』ୈ13߸。2011年、43-54頁。

 ೔向޾ߒ稿「පӃ組織の内部統制を考える」『೔本࢈業ֶࡁܦ会࢈業ࡁܦ研究』ୈ16߸、2016年３月、
123-136頁。

̓ ੿ஶ『医療ػ関のΨόφンεと監査』中ԝࡁܦ社、2013年に詳細をهしている。
̔ 医療法人ɾ社会医療法人ɾ஍Ҭ医療࿈ܞਪ進法人に対する公認会࢜ܭによる外部監査制౓は以下の通り

である。このうͪ໢ֻけ部分が医療法վਖ਼により৽たに監査対象となった法人である。

組織体 制規定ڧ

医療
法人

社ஂɾஂࡒ 
医療法人

医療法施行規ଇୈ33৚の̎　以下のいͣれかの場合ڧ制
ɾିआ対রදのෛ࠴の部にܭ上したֹの合ֹܭが50ԯԁ以上
ɾଛ益ࢉܭ書の事業ऩ益の部にܭ上したֹの合ֹܭが70ԯԁ以上

医療ػ関࠴ 
ൃ行医療法人

「医療ػ関ൃ࠴行のΨΠυϥΠンについて」以下のいͣれかの場合ڧ制
（ア）医療ػ関࠴のൃ行によりෛ࠴૯ֹが100ԯԁ
（Π）一ճあたりのൃ行૯ֹが̍ԯԁ以上
（΢）ߪೖ人਺が50人以上

社会医療法人

医療法施行規ଇୈ33৚の̎　以下のいͣれかの場合ڧ制
ɾିआ対রදのෛ࠴の部にܭ上したֹの合ֹܭが20ԯԁ以上
ɾଛ益ࢉܭ書の事業ऩ益の部にܭ上したֹの合ֹܭが10ԯԁ以上
ɾ社会医療法人࠴をൃ行の場合

஍Ҭ医療࿈ܞ
ਪ進法人

医療法ୈ70৚の14
規模に関わらͣす΂ての஍Ҭ医療࿈ܞਪ進法人がڧ制
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ਤ̍ɹӦར૊৫ମにおける内部統制ߏஙの࢟੎̎

̎．ඇӦར૊৫ମにおける内部統制にؔ͢るೝࣝͱઌڀݚߦのঢ়گ

　営利組織体における内部統制に関する認識と異なり、非営利組織体においては、内部統制

がे分にਁಁしていない、あるいは認識されていないことが想૾できる。それは、非営利組

織体は、શ般的に法人の規模が小さく、かつ公益を୲うという特࣭からこれまで組織体の管

理やΨόφンεについてٞ論が高まることがなかった。また、公益を事業としながら、公益を

、庁の規制౳に対応し׋する所׋受する非営利組織体の利用者ではなく、非営利組織体を管ڗ

主として所׋庁による行੓指導や監督に対応する組織ͮくりが中৺であり、公認会࢜ܭによ

る外部監査の導ೖや内部統制がੵۃ的にٞ論されることはなかったとࢥわれるからである。

　ところがۙ年、非営利組織体においてもෆ঵事やෆਖ਼が܁りฦしൃੜした。それを受け、

非営利組織体における内部統制やΨόφンεのపఈが非営利組織体に関する法人制౓վֵ

のݕ౼の中でऔり上͛られ、そのྲྀれの中で公認会࢜ܭによる外部監査の導ೖ、法人内で

の内部統制のॆ実が進んでいる状況にある。

　これまで非営利組織体における内部統制に関する先行研究は、主としてւ外が中৺で

あった。それには、非営利組織体における内部統制の有ޮ性を指ఠした 6OJUFE 4UBUFT 

(PWFSONFOU "DDPVOUBCJMJUZ 0⒏DF（("0）の研究３や非営利組織体におけるۚࢿఏڙ者

の違いが内部統制の構築にӨڹをٴ΅していることに関して実ূ研究を行った 1FUSPWJUT
 

4IBLFTQFBSF BOE 4IJI の研究４などがあった。

　また、೔本における先行研究は、主として上هのւ外の先行研究の紹介やւ外の੓෎組

研究所「೔本における内部統制の現状に関するアンケート調査ʕ上場企業向け調ࡁܦ෋࢜通૯研（ג） ̎
査の集ܭ結果ʕ」2007年̎月、̒頁。

３ 6OJUFE 4UBUFT (PWFSONFOU "DDPVOUBCJMJUZ 0⒏DF（("0）
 ┊┭┲┥┲┧┭┥┰ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸ⓤ┉◎┩┧┸┭┺┩ⓤ ┍┲┸┩┶┲┥┰ⓤ
┇┳┲┸┶┳┰ⓤ┍┷ⓤ┏┩┽ⓤ┸┳ⓤ┅┧┧┳┹┲┸┥┦┭┰┭┸┽
 ("0�05�32*5�

４ $� 1FUSPWJUT
 $� 4IBLFTQFBSF BOE "� 4IJI
ʠ5IF $BVTFT BOE $POTFRVFODFT PG *OUFSOBM $POUSPM 1SPCMFNT 
JO /POQSPpU 0SHBOJ[BUJPOTʡ
 ┛┳┶┯┭┲┫ⓤ└┥┴┩┶ⓤ┗┩┶┭┩┷
 2010�

 本論文は、以下のࢽࡶに転ࡌされている。
 $� 1FUSPWJUT
 $� 4IBLFTQFBSF BOE "� 4IJI
ʠ5IF $BVTFT BOE $POTFRVFODFT PG *OUFSOBM $POUSPM 

1SPCMFNT JO /POQSPpU 0SHBOJ[BUJPOTʡ
 5IF ┅┧┧┳┹┲┸┭┲┫ⓤ┖┩┺┭┩┻
 7PM��6 /P�1
 QQ�325-357�
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織における内部統制の紹介を行うものが中৺であった̑。だが、非営利組織体のෆਖ਼やෆ

঵事を受け、ঃʑにではあるが非営利組織体の内部統制のݕ౼が行われてきている̒。

̏．医療法人における内部統制にؔ͢る実態調査΁のܦҢ

　医療法人は、非営利組織体の一つである。筆者のこれまでのݕ౼から、医療法人にお

ける公認会࢜ܭによる外部監査の実施は、ੵۃ的とは言えない状況であることを指ఠし

た̓。これは、医療法人における内部統制の構築についてもෆे分な状況が想૾できる要

Ҽでもある。

　ところが、2015（ฏ੒27）年医療法վਖ਼（以下、医療法վਖ਼とهした場合には2015年の

医療法վਖ਼を指す）により、2017（ฏ੒29）年４月̎೔以߱に։࢝する事業年౓より一

定の৚݅をຬたす医療法人̔において公認会࢜ܭによる外部監査がڧ制された。つまり、

̑ 以下のような論文౳がある。
೔』「点からʕ؍຿報告ɾσΟεΫϩーδϟーのࡒ組織の特௃に応͡た内部統制のཹ意点ʕ」稿ࢠๆࢢݹ 

本ۜ行ۚ༥研究所σΟεΧογϣン ŋ ϖーύー ŋ γリーζ』%JTDVTTJPO 1BQFS /P�2006�+�6、2006年４月。
೔本ۜ行ۚ༥研究所σΟεΧογϣン』「の中ԝ੓෎における内部統制についてࠃӳ」࿨稿ޱڮ  ŋ ϖー

ύー ŋ γリーζ』%JTDVTTJPO 1BQFS /P�2006�+�7、2006年̓月。
 ৿ؽ稿「ถࠃの࿈๜੓෎における内部統制について」『೔本ۜ行ۚ༥研究所σΟεΧογϣン ŋ ϖーύー

ŋ γリーζ』%JTDVTTJPO 1BQFS /P�2006�+��、2006年̔月。
̒ 以下のような論文౳がある。
 ஍方公ஂڞ体における内部統制のあり方に関する研究会『内部統制による஍方公ஂڞ体の組織Ϛωδ

ϝントվֵʙ信頼される஍方公ஂڞ体を໨指してʙ』2009年３月。この報告書をػܖとして、2020年
４月よりの౎ಓ෎ݝ、੓ྩ指定౎ࢢにおける内部統制の構築ٛ຿Խにつながっている。

稿「非営利組織における内部統制の現状ʕ自࣏体පӃにおけるアンケート調査による分析」ߒٛؒٱࠤ 
『非営利法人研究ֶ会ࢽ』ୈ13߸。2011年、43-54頁。

 ೔向޾ߒ稿「පӃ組織の内部統制を考える」『೔本࢈業ֶࡁܦ会࢈業ࡁܦ研究』ୈ16߸、2016年３月、
123-136頁。

̓ ੿ஶ『医療ػ関のΨόφンεと監査』中ԝࡁܦ社、2013年に詳細をهしている。
̔ 医療法人ɾ社会医療法人ɾ஍Ҭ医療࿈ܞਪ進法人に対する公認会࢜ܭによる外部監査制౓は以下の通り

である。このうͪ໢ֻけ部分が医療法վਖ਼により৽たに監査対象となった法人である。

組織体 制規定ڧ

医療
法人

社ஂɾஂࡒ 
医療法人

医療法施行規ଇୈ33৚の̎　以下のいͣれかの場合ڧ制
ɾିआ対রදのෛ࠴の部にܭ上したֹの合ֹܭが50ԯԁ以上
ɾଛ益ࢉܭ書の事業ऩ益の部にܭ上したֹの合ֹܭが70ԯԁ以上

医療ػ関࠴ 
ൃ行医療法人

「医療ػ関ൃ࠴行のΨΠυϥΠンについて」以下のいͣれかの場合ڧ制
（ア）医療ػ関࠴のൃ行によりෛ࠴૯ֹが100ԯԁ
（Π）一ճあたりのൃ行૯ֹが̍ԯԁ以上
（΢）ߪೖ人਺が50人以上

社会医療法人

医療法施行規ଇୈ33৚の̎　以下のいͣれかの場合ڧ制
ɾିआ対রදのෛ࠴の部にܭ上したֹの合ֹܭが20ԯԁ以上
ɾଛ益ࢉܭ書の事業ऩ益の部にܭ上したֹの合ֹܭが10ԯԁ以上
ɾ社会医療法人࠴をൃ行の場合

஍Ҭ医療࿈ܞ
ਪ進法人

医療法ୈ70৚の14
規模に関わらͣす΂ての஍Ҭ医療࿈ܞਪ進法人がڧ制
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̎．ඇӦར૊৫ମにおける内部統制にؔ͢るೝࣝͱઌڀݚߦのঢ়گ

　営利組織体における内部統制に関する認識と異なり、非営利組織体においては、内部統制

がे分にਁಁしていない、あるいは認識されていないことが想૾できる。それは、非営利組

織体は、શ般的に法人の規模が小さく、かつ公益を୲うという特࣭からこれまで組織体の管

理やΨόφンεについてٞ論が高まることがなかった。また、公益を事業としながら、公益を

、庁の規制౳に対応し׋する所׋受する非営利組織体の利用者ではなく、非営利組織体を管ڗ

主として所׋庁による行੓指導や監督に対応する組織ͮくりが中৺であり、公認会࢜ܭによ

る外部監査の導ೖや内部統制がੵۃ的にٞ論されることはなかったとࢥわれるからである。

　ところがۙ年、非営利組織体においてもෆ঵事やෆਖ਼が܁りฦしൃੜした。それを受け、

非営利組織体における内部統制やΨόφンεのపఈが非営利組織体に関する法人制౓վֵ

のݕ౼の中でऔり上͛られ、そのྲྀれの中で公認会࢜ܭによる外部監査の導ೖ、法人内で

の内部統制のॆ実が進んでいる状況にある。

　これまで非営利組織体における内部統制に関する先行研究は、主としてւ外が中৺で

あった。それには、非営利組織体における内部統制の有ޮ性を指ఠした 6OJUFE 4UBUFT 

(PWFSONFOU "DDPVOUBCJMJUZ 0⒏DF（("0）の研究３や非営利組織体におけるۚࢿఏڙ者

の違いが内部統制の構築にӨڹをٴ΅していることに関して実ূ研究を行った 1FUSPWJUT
 

4IBLFTQFBSF BOE 4IJI の研究４などがあった。

　また、೔本における先行研究は、主として上هのւ外の先行研究の紹介やւ外の੓෎組

研究所「೔本における内部統制の現状に関するアンケート調査ʕ上場企業向け調ࡁܦ෋࢜通૯研（ג） ̎
査の集ܭ結果ʕ」2007年̎月、̒頁。

３ 6OJUFE 4UBUFT (PWFSONFOU "DDPVOUBCJMJUZ 0⒏DF（("0）
 ┊┭┲┥┲┧┭┥┰ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸ⓤ┉◎┩┧┸┭┺┩ⓤ ┍┲┸┩┶┲┥┰ⓤ
┇┳┲┸┶┳┰ⓤ┍┷ⓤ┏┩┽ⓤ┸┳ⓤ┅┧┧┳┹┲┸┥┦┭┰┭┸┽
 ("0�05�32*5�

４ $� 1FUSPWJUT
 $� 4IBLFTQFBSF BOE "� 4IJI
ʠ5IF $BVTFT BOE $POTFRVFODFT PG *OUFSOBM $POUSPM 1SPCMFNT 
JO /POQSPpU 0SHBOJ[BUJPOTʡ
 ┛┳┶┯┭┲┫ⓤ└┥┴┩┶ⓤ┗┩┶┭┩┷
 2010�

 本論文は、以下のࢽࡶに転ࡌされている。
 $� 1FUSPWJUT
 $� 4IBLFTQFBSF BOE "� 4IJI
ʠ5IF $BVTFT BOE $POTFRVFODFT PG *OUFSOBM $POUSPM 

1SPCMFNT JO /POQSPpU 0SHBOJ[BUJPOTʡ
 5IF ┅┧┧┳┹┲┸┭┲┫ⓤ┖┩┺┭┩┻
 7PM��6 /P�1
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ᶘ．Ұൠ法人おΑͼެӹ法人における֎部؂査ͱ内部統制

　一般法人および公益法人に関する外部監査は、一般法人では、ෛ࠴૯ֹ200ԯԁ以上の

場合には会ܭ監査人のઃஔがڧ制され、公益法人では、ݪଇとして会ܭ監査人をஔくこ

とがڧ制されている。ただ、公益法人の内、ᶃऩ益の部のܭ上合ֹܭが1
000ԯԁ以上、

②අ用およびଛࣦの部のܭ上合1ֹܭ
000ԯԁ以上、ᶅෛ࠴の部ܭ上ֹ50ԯԁ以上のいͣ

れにも֘当しない場合には、会ܭ監査人を必ͣしもஔく必要がないことが定められてい

る10。

　また、2015（ฏ੒27）年̑月以߱にܾࢉをܴえる一般法人および公益法人では、事業報

告書に「業຿のదਖ਼を確อするための体制ٴびその運用状況の֓要」、すなわͪ内部統制

の構築、運用状況（内部統制の؍٬的な運用状況を意ຯし、運用状況のධՁをࡌهするも

のではないが、事業報告書に運用状況のධՁをࡌهすることは๦͛られていない）につい

てࡌهすることが会社法の४用としてٛ຿෇けられた。内部統制の運用状況の֓要のࡌه

について、監事は、内部統制の運用状況の֓要をهした業຿報告౳を受ྖした࣌には、当

֘事߲の内༰が૬当でないと認めるときはそのࢫおよびその理由を監査報告にهೖするこ

とがٻめられるようになった11。

　以上から、一般法人および公益法人においては、す΂ての法人に対して事業報告書に内

部統制の構築状況および運用状況のࡌهがٻめられ、さらに一定規模以上の法人に関して

は会ܭ監査人のઃஔがٛ຿ͮけられ、公認会࢜ܭによる法定監査が実施されるようになっ

た。

　次߲でݕ౼する一般法人および公益法人における内部統制に関する実態調査は、まさに

当֘法人に内部統制の構築が注໨された࣌ظに当たり、この状況は、筆者が医療法人の実

態調査を行うタΠϛングにۙい状況である。

10 現ࡏ、໿9
000の公益法人の内、໿70法人が会ܭ監査人をઃஔしている。また、໿11
000の一般法人につ
いては、そのσータが存ࡏしないため、会ܭ監査人のઃஔ状況はෆ明である。

11 以下の論文に詳細が解આされている。
『公益一般法人』「ྫࡌه事業報告書ɾ監査報告書への内部統制状況の։示方法と」໦ल෉稿ࡾ　

/P�922、2016年̒月、1�-25頁。
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201�（ฏ੒30）年４月̍೔に事業年౓が։࢝する医療法人においては、2019（ฏ੒31）年

３月ܾࢉに対して外部監査が実施されている。

　公認会࢜ܭによる外部監査の実施にあたっては、医療法人における内部統制の構築が行

われていることが関܎していることは言うまでもない。ところが、2019（ฏ੒31）年３月

29೔෇でްੜ࿑ಇল医੓ہ医療ܦ営ࢧԉ課より出された֤౎ಓ෎ݝの医療法人課向けの

࿈བྷ文書「外部監査対象となる医療法人における内部統制の構築について」がൃ出され

た。この文書において、医療法人における内部統制の構築をਪ進するϙΠントについての

νΣοΫリεトが示された。これは、医療法人における内部統制の構築が進んでいない、

運用໘で多くの໰題がൃੜしている、あるいは、一定規模以下の医療法人においても内部

統制をਁಁさͤることを意ਤした文書ではないかとਪଌできるものである。

　医療法人に対する公認会࢜ܭの外部監査が導ೖされ、実施が࢝まった今、また、外部監

査を受けるにあたって整備しておく΂き内部統制に関する文書がൃ出されたことから、医

療法人における内部統制に対する意識やその実態を確認する必要があることは言うまでも

ない。

　そこで、本稿では医療法人における内部統制の実態調査を行うલに、今一౓、非営利組

織体における内部統制に関する実態調査の先行研究をݕ౼し、医療法人の内部統制の実態

調査にࢀ考となる点を確認する。本稿では、以下の一般社ஂ法人ɾ一般ஂࡒ法人（以下、

一般法人とする）および公益社ஂ法人ɾ公益ஂࡒ法人（以下、公益法人とする）の内部統

制に関する実態調査の先行研究をऔり上͛、そこから医療法人の実態調査に対する示ࠦを

ಘることにする̕。

論文ᶃ 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़稿「非営利法人の内部統制構築状況に関する調査と分析」『ԣ඿ཱࢢ大
ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ67רୈ̍ɾ̎߸、2016年、135-172頁。

論文② 長畑प࢙稿「非営利法人における内部統制構築౓（業छɾ規模ผ）の分析」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ
論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ6ר�ୈ̍߸、2016年、43-100頁。

論文ᶅ 長畑प࢙ɾ小ઘ࿨೭稿「非営利法人の内部統制構築における୲当者認識と構築状況の差異に
ついて」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ69רୈ̎߸、2017年、65-90頁。

̕ 本稿は、医療法人の内部統制の実態調査に向けて、一般法人と公益法人の内部統制の実態調査を行った
長畑氏らの先行研究をもとに、その示ࠦとなる部分を導き出すことを໨的としている。また、筆者は、
監査の視点から医療法人の内部統制をݕ౼することから、長畑氏らの視点と異なるため、長畑氏らの先
行研究のす΂てをݕ౼しているわけではない。なお、長畑氏らの一般法人と公益法人に対する詳細な実
態調査にܟ意をදすとともに、医療法人のݕ౼に対して多くの示ࠦがಘられたことにँײਃし上͛た
い。
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ᶘ．Ұൠ法人おΑͼެӹ法人における֎部؂査ͱ内部統制

　一般法人および公益法人に関する外部監査は、一般法人では、ෛ࠴૯ֹ200ԯԁ以上の

場合には会ܭ監査人のઃஔがڧ制され、公益法人では、ݪଇとして会ܭ監査人をஔくこ

とがڧ制されている。ただ、公益法人の内、ᶃऩ益の部のܭ上合ֹܭが1
000ԯԁ以上、

②අ用およびଛࣦの部のܭ上合1ֹܭ
000ԯԁ以上、ᶅෛ࠴の部ܭ上ֹ50ԯԁ以上のいͣ

れにも֘当しない場合には、会ܭ監査人を必ͣしもஔく必要がないことが定められてい

る10。

　また、2015（ฏ੒27）年̑月以߱にܾࢉをܴえる一般法人および公益法人では、事業報

告書に「業຿のదਖ਼を確อするための体制ٴびその運用状況の֓要」、すなわͪ内部統制

の構築、運用状況（内部統制の؍٬的な運用状況を意ຯし、運用状況のධՁをࡌهするも

のではないが、事業報告書に運用状況のධՁをࡌهすることは๦͛られていない）につい

てࡌهすることが会社法の४用としてٛ຿෇けられた。内部統制の運用状況の֓要のࡌه

について、監事は、内部統制の運用状況の֓要をهした業຿報告౳を受ྖした࣌には、当

֘事߲の内༰が૬当でないと認めるときはそのࢫおよびその理由を監査報告にهೖするこ

とがٻめられるようになった11。

　以上から、一般法人および公益法人においては、す΂ての法人に対して事業報告書に内

部統制の構築状況および運用状況のࡌهがٻめられ、さらに一定規模以上の法人に関して

は会ܭ監査人のઃஔがٛ຿ͮけられ、公認会࢜ܭによる法定監査が実施されるようになっ

た。

　次߲でݕ౼する一般法人および公益法人における内部統制に関する実態調査は、まさに

当֘法人に内部統制の構築が注໨された࣌ظに当たり、この状況は、筆者が医療法人の実

態調査を行うタΠϛングにۙい状況である。

10 現ࡏ、໿9
000の公益法人の内、໿70法人が会ܭ監査人をઃஔしている。また、໿11
000の一般法人につ
いては、そのσータが存ࡏしないため、会ܭ監査人のઃஔ状況はෆ明である。

11 以下の論文に詳細が解આされている。
『公益一般法人』「ྫࡌه事業報告書ɾ監査報告書への内部統制状況の։示方法と」໦ल෉稿ࡾ　

/P�922、2016年̒月、1�-25頁。
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201�（ฏ੒30）年４月̍೔に事業年౓が։࢝する医療法人においては、2019（ฏ੒31）年

３月ܾࢉに対して外部監査が実施されている。

　公認会࢜ܭによる外部監査の実施にあたっては、医療法人における内部統制の構築が行

われていることが関܎していることは言うまでもない。ところが、2019（ฏ੒31）年３月

29೔෇でްੜ࿑ಇল医੓ہ医療ܦ営ࢧԉ課より出された֤౎ಓ෎ݝの医療法人課向けの

࿈བྷ文書「外部監査対象となる医療法人における内部統制の構築について」がൃ出され

た。この文書において、医療法人における内部統制の構築をਪ進するϙΠントについての

νΣοΫリεトが示された。これは、医療法人における内部統制の構築が進んでいない、

運用໘で多くの໰題がൃੜしている、あるいは、一定規模以下の医療法人においても内部

統制をਁಁさͤることを意ਤした文書ではないかとਪଌできるものである。

　医療法人に対する公認会࢜ܭの外部監査が導ೖされ、実施が࢝まった今、また、外部監

査を受けるにあたって整備しておく΂き内部統制に関する文書がൃ出されたことから、医

療法人における内部統制に対する意識やその実態を確認する必要があることは言うまでも

ない。

　そこで、本稿では医療法人における内部統制の実態調査を行うલに、今一౓、非営利組

織体における内部統制に関する実態調査の先行研究をݕ౼し、医療法人の内部統制の実態

調査にࢀ考となる点を確認する。本稿では、以下の一般社ஂ法人ɾ一般ஂࡒ法人（以下、

一般法人とする）および公益社ஂ法人ɾ公益ஂࡒ法人（以下、公益法人とする）の内部統

制に関する実態調査の先行研究をऔり上͛、そこから医療法人の実態調査に対する示ࠦを

ಘることにする̕。

論文ᶃ 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़稿「非営利法人の内部統制構築状況に関する調査と分析」『ԣ඿ཱࢢ大
ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ67רୈ̍ɾ̎߸、2016年、135-172頁。

論文② 長畑प࢙稿「非営利法人における内部統制構築౓（業छɾ規模ผ）の分析」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ
論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ6ר�ୈ̍߸、2016年、43-100頁。

論文ᶅ 長畑प࢙ɾ小ઘ࿨೭稿「非営利法人の内部統制構築における୲当者認識と構築状況の差異に
ついて」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ69רୈ̎߸、2017年、65-90頁。

̕ 本稿は、医療法人の内部統制の実態調査に向けて、一般法人と公益法人の内部統制の実態調査を行った
長畑氏らの先行研究をもとに、その示ࠦとなる部分を導き出すことを໨的としている。また、筆者は、
監査の視点から医療法人の内部統制をݕ౼することから、長畑氏らの視点と異なるため、長畑氏らの先
行研究のす΂てをݕ౼しているわけではない。なお、長畑氏らの一般法人と公益法人に対する詳細な実
態調査にܟ意をදすとともに、医療法人のݕ౼に対して多くの示ࠦがಘられたことにँײਃし上͛た
い。
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認識や整備状況に違いがあるのかということに関܎するものである13。

ᶃ内部統制に関する認識

　 　一般法人および公益法人をؚめ非営利組織体は、監査や内部統制に関する法制౓が整

備されてきたが、これまでの非営利組織体をऔりרくڥ؀、特࣭から営利組織体のよう

に内部統制に関する認識、その構築が進んではいないのではないか。事業報告書へのه

。をしてない法人も多く見受けられるࡌه、制されたが、േଇ規定がないことからڧがࡌ

したがって、認識ෆ଍が高く、े 分な内部統制の構築ができていない状況が予想される。

②大規模法人と中小規模法人とのൺֱ

　 　会ܭ監査人のઃஔは、大規模法人にݶられているため、中小規模法人において内部統

制の構築、運用が進んでいないのではないか。したがって、大規模法人が内部統制の構

築、運用が進んでいるという結果が出ると予想される。

ᶅ一般法人と公益法人とのൺֱ

　 　公益法人は、その公益性認定のաఔにおいて、会ܭ監査人のઃஔがٛ຿ͮけられ（一

定規模以下の法人はআく）、また、৘報։示のదਖ਼Խの؍点から公認会࢜ܭの׆用がٻ

められている。したがって、一般法人よりも内部統制の構築、運用の状況が進んでいる

のではないか。

　以下では、アンケート結果、アンケート実施者のίϝントについて、論文ᶃと論文②を

中৺に、筆者の想定をަえたݕ౼を行う。なお、長畑氏らのアンケートでは、一般法人お

よび公益法人の業छผの分析も行っているが、医療法人の内部統制の実態調査で業छは医

業にߜられているため、業छ͝との結果については本稿ではݕ౼をׂѪしている。

̏．�Ξϯέʔτ݁Ռͱͦのղऍ͔ΒಘΒΕる医療法人における内部統制の実態調査΁のࣔࠦ

　本અでは、長畑氏らが実施した一般法人および公益法人における内部統制に関するアン

ケート調査の結果とそれにもとͮく両氏の分析（解ऍ）から、医療法人における内部統制

の実態調査に向けての示ࠦをಘることを໨的としている。

13 論文ᶅでは、長畑氏らの分析લのԾઆが示されている。その内༰は筆者の想定の②とᶅと同͡内༰であ
る。長畑प࢙ɾ小ઘ࿨೭稿「非営利法人の内部統制構築における୲当者認識と構築状況の差異につい
て」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ69רୈ̎߸、2017年、67-6�頁。
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ᶙ．�Ұൠ法人おΑͼެӹ法人における内部統制にؔ͢る実態調査にؔ͢るઌߦ
ڀݚ

̍．Ұൠ法人おΑͼެӹ法人の内部統制にؔ͢るΞϯέʔτ調査の֓ཁ

　一般法人および公益法人における内部統制に関する実態調査は、長畑प࢙氏が中৺と

なって2016（ฏ੒2�）年に実施したアンケート調査であり、その結果を主として先の３本

の論文に公දしている。

　この調査は、2014（ฏ੒26）年̓月29೔࣌点で、「公益法人 JOGPSNBUJPO」の΢ΣϒαΠ

トにొ࿥されている一般社ஂ法人6
6�1法人、一般ஂࡒ法人4
139法人、公益社ஂ法人4
071

法人、公益ஂࡒ法人5
194法人の合20ܭ
0�5法人の内、それͧれ1
000法人をແ࡞ҝにந出

して行っている。アンケートでは、内部統制について、「理事、監事౳の໾員や内部でಇ

くै業員がෆਖ਼行ҝ（法ྩ違反や内部規ଇ違反など）を事લ๷ࢭするために、法人内に自

主的にઃஔされる๷ࢭ体制のことを指します。」と示し、ᶃ法人छผ、規模、業छといっ

たଐ性、②内部統制に関する୲当者の認識、ᶅ内部統制に関܎する規定の有ແ、ᶆ内部統

制への対応の有ແについて࣭໰を行っている12。

　このアンケートは、一般法人および公益法人での会ܭ監査人の必ஔが2006（ฏ੒1�）年

に定められ、さらに事業報告書に内部統制の構築、運用状況の֓要のࡌهがڧ制（2016（ฏ

੒2�）年３月ܾࢉの書ྨにࡌهが必要）された௚後でのアンケート調査となっている。ア

ンケートのճ౴਺は、一般社ஂ法人241法人、一般ஂࡒ法人229法人、公益社ஂ法人292法人、

公益ஂࡒ法人30�法人であった。

̎．�Ұൠ法人おΑͼެӹ法人の内部統制にؔ͢るΞϯέʔτ調査݁Ռにର͢るࣄલのݟࢲ

　一般法人および公益法人における内部統制の実態調査に関するアンケート調査の結果お

よびアンケート実施者である長畑氏らのίϝントを筆者がݕ౼するલのஈ֊において、一

般法人および公益法人の内部統制について以下のような筆者の想定があった。

　以下の３つのࢲ見は、今後実施予定の医療法人における内部統制の実態調査においてϙ

Πントとなる点、すなわͪ内部統制が医療法人内で認識されているのか、医療法人におい

ても監査対象は一定規模以上であり、その規模による違いがあるのか、さらに医療法人の

中でも公益性の高い社会医療法人があり、そのଞの医療法人と公益性の高い医療法人では

12 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़稿「非営利法人の内部統制構築状況に関する調査と分析」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓社会
Պֶ系ྻ』ୈ67רୈ̍ɾ̎߸、2016年、160-172頁。
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認識や整備状況に違いがあるのかということに関܎するものである13。

ᶃ内部統制に関する認識

　 　一般法人および公益法人をؚめ非営利組織体は、監査や内部統制に関する法制౓が整

備されてきたが、これまでの非営利組織体をऔりרくڥ؀、特࣭から営利組織体のよう

に内部統制に関する認識、その構築が進んではいないのではないか。事業報告書へのه

。をしてない法人も多く見受けられるࡌه、制されたが、േଇ規定がないことからڧがࡌ

したがって、認識ෆ଍が高く、े 分な内部統制の構築ができていない状況が予想される。

②大規模法人と中小規模法人とのൺֱ

　 　会ܭ監査人のઃஔは、大規模法人にݶられているため、中小規模法人において内部統

制の構築、運用が進んでいないのではないか。したがって、大規模法人が内部統制の構

築、運用が進んでいるという結果が出ると予想される。

ᶅ一般法人と公益法人とのൺֱ

　 　公益法人は、その公益性認定のաఔにおいて、会ܭ監査人のઃஔがٛ຿ͮけられ（一

定規模以下の法人はআく）、また、৘報։示のదਖ਼Խの؍点から公認会࢜ܭの׆用がٻ

められている。したがって、一般法人よりも内部統制の構築、運用の状況が進んでいる

のではないか。

　以下では、アンケート結果、アンケート実施者のίϝントについて、論文ᶃと論文②を

中৺に、筆者の想定をަえたݕ౼を行う。なお、長畑氏らのアンケートでは、一般法人お

よび公益法人の業छผの分析も行っているが、医療法人の内部統制の実態調査で業छは医

業にߜられているため、業छ͝との結果については本稿ではݕ౼をׂѪしている。

̏．�Ξϯέʔτ݁Ռͱͦのղऍ͔ΒಘΒΕる医療法人における内部統制の実態調査΁のࣔࠦ

　本અでは、長畑氏らが実施した一般法人および公益法人における内部統制に関するアン

ケート調査の結果とそれにもとͮく両氏の分析（解ऍ）から、医療法人における内部統制

の実態調査に向けての示ࠦをಘることを໨的としている。

13 論文ᶅでは、長畑氏らの分析લのԾઆが示されている。その内༰は筆者の想定の②とᶅと同͡内༰であ
る。長畑प࢙ɾ小ઘ࿨೭稿「非営利法人の内部統制構築における୲当者認識と構築状況の差異につい
て」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ69רୈ̎߸、2017年、67-6�頁。
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ᶙ．�Ұൠ法人おΑͼެӹ法人における内部統制にؔ͢る実態調査にؔ͢るઌߦ
ڀݚ

̍．Ұൠ法人おΑͼެӹ法人の内部統制にؔ͢るΞϯέʔτ調査の֓ཁ

　一般法人および公益法人における内部統制に関する実態調査は、長畑प࢙氏が中৺と

なって2016（ฏ੒2�）年に実施したアンケート調査であり、その結果を主として先の３本

の論文に公දしている。

　この調査は、2014（ฏ੒26）年̓月29೔࣌点で、「公益法人 JOGPSNBUJPO」の΢ΣϒαΠ

トにొ࿥されている一般社ஂ法人6
6�1法人、一般ஂࡒ法人4
139法人、公益社ஂ法人4
071

法人、公益ஂࡒ法人5
194法人の合20ܭ
0�5法人の内、それͧれ1
000法人をແ࡞ҝにந出

して行っている。アンケートでは、内部統制について、「理事、監事౳の໾員や内部でಇ

くै業員がෆਖ਼行ҝ（法ྩ違反や内部規ଇ違反など）を事લ๷ࢭするために、法人内に自

主的にઃஔされる๷ࢭ体制のことを指します。」と示し、ᶃ法人छผ、規模、業छといっ

たଐ性、②内部統制に関する୲当者の認識、ᶅ内部統制に関܎する規定の有ແ、ᶆ内部統

制への対応の有ແについて࣭໰を行っている12。

　このアンケートは、一般法人および公益法人での会ܭ監査人の必ஔが2006（ฏ੒1�）年

に定められ、さらに事業報告書に内部統制の構築、運用状況の֓要のࡌهがڧ制（2016（ฏ

੒2�）年３月ܾࢉの書ྨにࡌهが必要）された௚後でのアンケート調査となっている。ア

ンケートのճ౴਺は、一般社ஂ法人241法人、一般ஂࡒ法人229法人、公益社ஂ法人292法人、

公益ஂࡒ法人30�法人であった。

̎．�Ұൠ法人おΑͼެӹ法人の内部統制にؔ͢るΞϯέʔτ調査݁Ռにର͢るࣄલのݟࢲ

　一般法人および公益法人における内部統制の実態調査に関するアンケート調査の結果お

よびアンケート実施者である長畑氏らのίϝントを筆者がݕ౼するલのஈ֊において、一

般法人および公益法人の内部統制について以下のような筆者の想定があった。

　以下の３つのࢲ見は、今後実施予定の医療法人における内部統制の実態調査においてϙ

Πントとなる点、すなわͪ内部統制が医療法人内で認識されているのか、医療法人におい

ても監査対象は一定規模以上であり、その規模による違いがあるのか、さらに医療法人の

中でも公益性の高い社会医療法人があり、そのଞの医療法人と公益性の高い医療法人では

12 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़稿「非営利法人の内部統制構築状況に関する調査と分析」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓社会
Պֶ系ྻ』ୈ67רୈ̍ɾ̎߸、2016年、160-172頁。
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の接点が多いとは言えないためである。

　また、長畑氏らの調査における内部統制は、「理事、監事౳の໾員や内部でಇくै業員

がෆਖ਼行ҝ（法ྩ違反や内部規ଇ違反など）を事લ๷ࢭするために、法人内に自主的にઃ

ஔされる๷ࢭ体制のことを指します。」16と示されており、企業会ܭ৹ٞ会「ࡒ຿報告に܎

る内部統制のධՁٴび監査のج४」における内部統制の定ٛとは異なるもので調査が行わ

れている。このことは、長畑氏らにおける調査の視点（໨的）によるものであるが、筆者

の医療法人の実態調査では、公認会࢜ܭによる外部監査に܎る内部統制の調査を想定して

いる。したがって、長畑氏らの調査より内部統制の定ٛがൣ޿になることから、さらに内

部統制の認識が௿いことが予想される。

②内部統制の実施状況の認識

　アンケートでは、内部統制の実施状況について、企業会ܭ৹ٞ会「ࡒ຿報告に܎る内部

統制のධՁٴび監査のج४」における内部統制のج本的要ૉについて୲当者の認識を確認

している。この࣭໰は、内部統制の法制Խの認識೗Կに関܎なく、法人内の内部統制の実

施状況について୲当者શ員に࣭໰をしている。

　長畑氏らは、論文ᶃ144-149頁（以下のද̎にҾ用）において୲当者による内部統制の

実施状況に関する所ײについて示している。その中で、統制ڥ؀、統制׆ಈ、৘報と఻ୡ、

モニタリングの結果については、「可能なݶり対応」「あるఔ౓ある」の合ܭがׂ̓を௒え

ていることから、これらについて一般法人および公益法人において対応が行われている状

況にあると長畑氏らはίϝントをしている17。

　長畑氏らは、֤ج本的要ૉについて۩体的な߲໨をऔり上͛てその実施状況の調査を

行っている。より۩体的には、論文ᶃ154頁の（2）ᶃ統制ڥ؀の「理事会（理事）、監事

がࡒ຿報告と内部統制に関してద੾に監視ɾ監督する੹೚を理解して、実行する体制」に

ついて「ある」「׳शとしてある」がׂ̔を௒えていることから、理事会（理事）が内部

統制に関するܾ定ٛ຿（一般社ஂ法人ٴび一般ஂࡒ法人に関する法཯ୈ76৚３߲３߸およ

びୈ90৚４߲̑߸）にͮجき内部統制が構築されていると言え、また、論文ᶃ156頁（4）

ᶅおよびᶆの統制׆ಈにおける指ྩ໋ش系統やखॱの文書Խ、論文ᶃ156-157頁（5）৘報

と఻ୡおよび論文ᶃ157頁（6）モニタリングにおける೔ৗ的な監視の結果からも、೔ৗ的

な業຿に関する内部統制については整えられているࢫが示されている1�。

16 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़、લܝ論文、160頁。
17 同上、143頁。
1� 同上、143頁。
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（1）内部統制に関する認識

ᶃ୲当者およびै業員の認識

　論文ᶃの141頁（以下のද̍にҾ用）にあるように、2006（ฏ੒1�）年の一般法人およ

び公益法人における内部統制の構築の法定Խについて໿ׂ̎の法人が「まったく஌らな

かった」、また、「े分認識」、「あるఔ౓認識」の合ܭがׂ̑લ後であることから、長畑氏

らは、あるఔ౓の認識が進んでいるとの解ऍを示している14。内部統制の法制Խについて

のै業員の認識は、論文ᶃの142頁（以下のද̍にҾ用）のै業員の認識にも示している

ように、その３ׂが認識していないとの結果となっており、ै業員Ϩϕϧでの認識は進ん

でいないことがうかがえる。

　これに関して筆者としては、2006（ฏ੒1�）年に公益関࿈ࡾ法の制定、法定監査の実施

εタート、さらに2016（ฏ੒2�）年３月ظのܾࢉより「業຿のదਖ਼を確อするための体制

されてؒもない状況かٻ຿が要ٛࡌهびその運用状況の֓要」に関する事業報告書上のٴ

ら、もうগし認識が௿いとࢥわれたが、୲当者Ϩϕϧでは認識が進んでいることが分かった。

　筆者のݕ౼対象である医療法人では、内部統制の認識が一般法人および公益法人とൺֱ

して௿くなると予想している。つまり、一般法人および公益法人は、医療法人と異なり営

利組織体との接点が多い法人もあることから、営利組織体に信頼してもらえる体制整備に

努めている法人もあるためである。医療法人は一般法人および公益法人΄ど営利組織体と

14 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़、લܝ論文、140頁。
15 ै業員の認識のද中の「̎（2）ै業員の認識」はݪஶでは「̎（1）୲当者の認識」となっている。

ද̍ɹҰൠ法人おΑͼެӹ法人の୲౰ऀɾैۀһの内部統制法制Խのೝࣝঢ়گ

ɹɹɹɹɹɹɹ�୲౰ऀのೝࣝɹɹɹɹɹɹɹɹ���ɹɹɹɹɹɹैۀһのೝࣝ15

 

注）ˋ部分の໢ֻけは、֤࣭໰߲໨の࠷高஋を示している。
出所） 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़稿「非営利法人の内部統制構築状況に関する調査と分析」『ԣ඿ཱࢢ大

ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ67רୈ̍ɾ̎߸、2016年、141-142頁。
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の接点が多いとは言えないためである。

　また、長畑氏らの調査における内部統制は、「理事、監事౳の໾員や内部でಇくै業員

がෆਖ਼行ҝ（法ྩ違反や内部規ଇ違反など）を事લ๷ࢭするために、法人内に自主的にઃ

ஔされる๷ࢭ体制のことを指します。」16と示されており、企業会ܭ৹ٞ会「ࡒ຿報告に܎

る内部統制のධՁٴび監査のج४」における内部統制の定ٛとは異なるもので調査が行わ

れている。このことは、長畑氏らにおける調査の視点（໨的）によるものであるが、筆者

の医療法人の実態調査では、公認会࢜ܭによる外部監査に܎る内部統制の調査を想定して

いる。したがって、長畑氏らの調査より内部統制の定ٛがൣ޿になることから、さらに内

部統制の認識が௿いことが予想される。

②内部統制の実施状況の認識

　アンケートでは、内部統制の実施状況について、企業会ܭ৹ٞ会「ࡒ຿報告に܎る内部

統制のධՁٴび監査のج४」における内部統制のج本的要ૉについて୲当者の認識を確認

している。この࣭໰は、内部統制の法制Խの認識೗Կに関܎なく、法人内の内部統制の実

施状況について୲当者શ員に࣭໰をしている。

　長畑氏らは、論文ᶃ144-149頁（以下のද̎にҾ用）において୲当者による内部統制の

実施状況に関する所ײについて示している。その中で、統制ڥ؀、統制׆ಈ、৘報と఻ୡ、

モニタリングの結果については、「可能なݶり対応」「あるఔ౓ある」の合ܭがׂ̓を௒え

ていることから、これらについて一般法人および公益法人において対応が行われている状

況にあると長畑氏らはίϝントをしている17。

　長畑氏らは、֤ج本的要ૉについて۩体的な߲໨をऔり上͛てその実施状況の調査を

行っている。より۩体的には、論文ᶃ154頁の（2）ᶃ統制ڥ؀の「理事会（理事）、監事

がࡒ຿報告と内部統制に関してద੾に監視ɾ監督する੹೚を理解して、実行する体制」に

ついて「ある」「׳शとしてある」がׂ̔を௒えていることから、理事会（理事）が内部

統制に関するܾ定ٛ຿（一般社ஂ法人ٴび一般ஂࡒ法人に関する法཯ୈ76৚３߲３߸およ

びୈ90৚４߲̑߸）にͮجき内部統制が構築されていると言え、また、論文ᶃ156頁（4）

ᶅおよびᶆの統制׆ಈにおける指ྩ໋ش系統やखॱの文書Խ、論文ᶃ156-157頁（5）৘報

と఻ୡおよび論文ᶃ157頁（6）モニタリングにおける೔ৗ的な監視の結果からも、೔ৗ的

な業຿に関する内部統制については整えられているࢫが示されている1�。

16 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़、લܝ論文、160頁。
17 同上、143頁。
1� 同上、143頁。
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（1）内部統制に関する認識

ᶃ୲当者およびै業員の認識

　論文ᶃの141頁（以下のද̍にҾ用）にあるように、2006（ฏ੒1�）年の一般法人およ

び公益法人における内部統制の構築の法定Խについて໿ׂ̎の法人が「まったく஌らな

かった」、また、「े分認識」、「あるఔ౓認識」の合ܭがׂ̑લ後であることから、長畑氏

らは、あるఔ౓の認識が進んでいるとの解ऍを示している14。内部統制の法制Խについて

のै業員の認識は、論文ᶃの142頁（以下のද̍にҾ用）のै業員の認識にも示している

ように、その３ׂが認識していないとの結果となっており、ै業員Ϩϕϧでの認識は進ん

でいないことがうかがえる。

　これに関して筆者としては、2006（ฏ੒1�）年に公益関࿈ࡾ法の制定、法定監査の実施

εタート、さらに2016（ฏ੒2�）年３月ظのܾࢉより「業຿のదਖ਼を確อするための体制

されてؒもない状況かٻ຿が要ٛࡌهびその運用状況の֓要」に関する事業報告書上のٴ

ら、もうগし認識が௿いとࢥわれたが、୲当者Ϩϕϧでは認識が進んでいることが分かった。

　筆者のݕ౼対象である医療法人では、内部統制の認識が一般法人および公益法人とൺֱ

して௿くなると予想している。つまり、一般法人および公益法人は、医療法人と異なり営

利組織体との接点が多い法人もあることから、営利組織体に信頼してもらえる体制整備に

努めている法人もあるためである。医療法人は一般法人および公益法人΄ど営利組織体と

14 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़、લܝ論文、140頁。
15 ै業員の認識のද中の「̎（2）ै業員の認識」はݪஶでは「̎（1）୲当者の認識」となっている。

ද̍ɹҰൠ法人おΑͼެӹ法人の୲౰ऀɾैۀһの内部統制法制Խのೝࣝঢ়گ

ɹɹɹɹɹɹɹ�୲౰ऀのೝࣝɹɹɹɹɹɹɹɹ���ɹɹɹɹɹɹैۀһのೝࣝ15

 

注）ˋ部分の໢ֻけは、֤࣭໰߲໨の࠷高஋を示している。
出所） 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़稿「非営利法人の内部統制構築状況に関する調査と分析」『ԣ඿ཱࢢ大

ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ67רୈ̍ɾ̎߸、2016年、141-142頁。
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　ところが、論文ᶃ155頁（3）リεΫのධՁと対応および論文ᶃ157頁（7）*5 への対応

は、その結果が分ࢄしており、े分な対応がとられていないか、あるいは࣭໰ճ౴࣌点で

は、リεΫのධՁと対応の内༰と法人内の現況とが一கしないままにճ౴、*5 に関して

理解ෆ଍のままにճ౴をしている可能性がある。これについては、「（3）リεΫのධՁと

対応について」、および「（7）*5ʤ৘報ٕज़ʥへの対応について」の֤࣭໰に対して「な

い」とのճ౴が高஋となっていること、ならびに「（6）モニタリングʤ監視׆ಈʥについて」

において、೔ৗ的監視、監督体制がとられているものの、そのଞの࣭໰については「ない」

とのճ౴が高஋であることから、೔ৗ的なリεΫへの対応が行われているが、ಥൃ的なリ

εΫへの対応ができていない傾向が出てきているࢫが示されている19。つまり、（6）モニ

タリングの「ಠཱ的ධՁについて」や「モニタリング実施者がे分な஌識や能ྗがあるこ

とを୲อする体制」が「ない」とのճ౴は、ಥൃ的な事象に対する対応ෆ଍、非営利組織

体に対してこれまでසൟに指ఠされているࣜܗ的な監視、監督体制の存ࡏを示しているも

のとࢥわれる。

　さらに、論文ᶃ155頁（2）統制ڥ؀についてでは、「໰題を௚ଐの上࢘に言えない場合に、

その意見を上部ػ関に఻える࢓組Έの構築」、「ࡒ຿報告を࡞੒する部໳へのઐ໳性を࣋っ

た人ࡐの഑ஔ、ઐ໳性を࣋たない人事の場合に研मを受けさͤઐ໳性を֫ಘさͤるような

体制」、論文ᶃ156頁（4）統制׆ಈについて「法人の業຿から想定されるݻ有のリεΫを

গなくするための体制」、論文ᶃ15�頁（�）ࡒ຿報告に関わる内部統制のϓϩηε、論文

ᶃ15�頁（9）業຿ϓϩηεに関わる内部統制のෆ備のݕ౼に関するいͣれの࣭໰において

も「ない」が高஋となっていることから、法制Խによる内部統制の認識があるが、内部統

制のશ体を၆ᛌした理解、೔ৗ的なリεΫ以外のಥൃ的な事象に対する体制の自法人の理

解ができていないのではないかとࢥわれる。

　以上から、一般法人および公益法人では、内部統制に関࿈する法制Խについての認識は

あるఔ౓のਫ४にとどまっているものの内部統制の構築、運用については、೔ৗ的なリε

Ϋに対応する部分については整備が行われている。だが、ಥൃ的なリεΫへの対応などશ

体的な構築にはࢸっていない状況にあり、ෆ଍部分について対応することが課題である。

したがって、内部統制をਖ਼しく認識、理解し、体系ཱった体制がとられているわけではな

く、組織運営で必要となった部分については体制ͮくりが行われているともいえよう。こ

のことは、医療法人にも当てはまると予想される。医療事ނや医療աޡなどのྖҬについ

ての体制ͮくりは整備されているが、それをؚめた法人શ般にわたる体制についてはे分

19 同上、143頁。
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注） ̀ 部分の໢ֻけは、֤࣭໰の「可能なݶり対応」「あるఔ౓ある」の合ܭか、「あまりない」「まった
くない」の合ܭが70ˋ以上の場合である。

出所） 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़稿「非営利法人の内部統制構築状況に関する調査と分析」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓
社会Պֶ系ྻ』ୈ67רୈ̍ɾ̎߸、2016年、144-149頁。

統制ڥ؀

統制׆ಈ

ϞχλϦϯά

ද̎．Ұൠ法人おΑͼެӹ法人における内部統制のجຊతཁૉにؔ͢る実ࢪঢ়گのॴײ

ϦεΫのධՁͱରԠ

৘ใͱ఻ୡ

*5 ΁のରԠ
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　ところが、論文ᶃ155頁（3）リεΫのධՁと対応および論文ᶃ157頁（7）*5 への対応

は、その結果が分ࢄしており、े分な対応がとられていないか、あるいは࣭໰ճ౴࣌点で

は、リεΫのධՁと対応の内༰と法人内の現況とが一கしないままにճ౴、*5 に関して

理解ෆ଍のままにճ౴をしている可能性がある。これについては、「（3）リεΫのධՁと

対応について」、および「（7）*5ʤ৘報ٕज़ʥへの対応について」の֤࣭໰に対して「な

い」とのճ౴が高஋となっていること、ならびに「（6）モニタリングʤ監視׆ಈʥについて」

において、೔ৗ的監視、監督体制がとられているものの、そのଞの࣭໰については「ない」

とのճ౴が高஋であることから、೔ৗ的なリεΫへの対応が行われているが、ಥൃ的なリ

εΫへの対応ができていない傾向が出てきているࢫが示されている19。つまり、（6）モニ

タリングの「ಠཱ的ධՁについて」や「モニタリング実施者がे分な஌識や能ྗがあるこ

とを୲อする体制」が「ない」とのճ౴は、ಥൃ的な事象に対する対応ෆ଍、非営利組織

体に対してこれまでසൟに指ఠされているࣜܗ的な監視、監督体制の存ࡏを示しているも

のとࢥわれる。

　さらに、論文ᶃ155頁（2）統制ڥ؀についてでは、「໰題を௚ଐの上࢘に言えない場合に、
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体制」、論文ᶃ156頁（4）統制׆ಈについて「法人の業຿から想定されるݻ有のリεΫを

গなくするための体制」、論文ᶃ15�頁（�）ࡒ຿報告に関わる内部統制のϓϩηε、論文

ᶃ15�頁（9）業຿ϓϩηεに関わる内部統制のෆ備のݕ౼に関するいͣれの࣭໰において

も「ない」が高஋となっていることから、法制Խによる内部統制の認識があるが、内部統

制のશ体を၆ᛌした理解、೔ৗ的なリεΫ以外のಥൃ的な事象に対する体制の自法人の理

解ができていないのではないかとࢥわれる。

　以上から、一般法人および公益法人では、内部統制に関࿈する法制Խについての認識は

あるఔ౓のਫ४にとどまっているものの内部統制の構築、運用については、೔ৗ的なリε

Ϋに対応する部分については整備が行われている。だが、ಥൃ的なリεΫへの対応などશ

体的な構築にはࢸっていない状況にあり、ෆ଍部分について対応することが課題である。

したがって、内部統制をਖ਼しく認識、理解し、体系ཱった体制がとられているわけではな

く、組織運営で必要となった部分については体制ͮくりが行われているともいえよう。こ

のことは、医療法人にも当てはまると予想される。医療事ނや医療աޡなどのྖҬについ

ての体制ͮくりは整備されているが、それをؚめた法人શ般にわたる体制についてはे分

19 同上、143頁。
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注） ̀ 部分の໢ֻけは、֤࣭໰の「可能なݶり対応」「あるఔ౓ある」の合ܭか、「あまりない」「まった
くない」の合ܭが70ˋ以上の場合である。

出所） 長畑प࢙ɾ大ᖒਖ਼ढ़稿「非営利法人の内部統制構築状況に関する調査と分析」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓
社会Պֶ系ྻ』ୈ67רୈ̍ɾ̎߸、2016年、144-149頁。
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結果からのมԽはなく、大規模であっても対応がे分にできていないことが指ఠされてい

る22。

　なお、この規模ผ調査は、ճ౴法人૯਺の໿３分の̍を大規模法人とҐஔ෇けてݕ౼し

た結果である。大規模法人の৚݅を会ܭ監査人ઃஔ法人とした場合には、さらに違った特

௃がಘられた可能性もある。ただ、長畑氏らの調査においても、中小規模の法人よりも大

規模法人の内部統制の構築、運用౳が進んでいるというԾઆ通りの結果が出ていたと言え、

それはまた、中小規模法人における内部統制の構築や運用についてはԿらかの課題がある

ことを示ࠦする結果であるとも言える。 

　このことを医療法人に当てはめてΈるなら͹、医療法人では、大規模法人のׂ合がݶら

れたものとなっている（ද４ࢀর）。したがって、医療法人では、一般法人および公益法

人以上に規模の差による内部統制の認識、整備状況の違いがදれるものと予想される。

ද̐ɹ医療法人のن໛

本དྷ業຿事業ऩ益 ૯਺ 医療法人 出ݶࢿ౓ֹ法人 社会医療法人 特定医療法人
70ԯʙ 241 126  11 97   7

50ԯʙ70ԯ 1�1 113   9 35  24
30ԯʙ50ԯ 603 430  36 67  70
10ԯʙ30ԯ 2
�43 2
440 120 7� 205
1ԯʙ10ԯ 27
�71 27
391 361 63  56
1ԯະຬ 20
32� 20
076 195 51   6

出所） ࣜג会社ωΦεςーδが৘報をऩ集し、σータϕーεとした医療法人৘報σータϕーε .FEJ$P 
4FBSDI をもとに医療法人の規模を以下の通り本དྷ業຿事業ऩ益をもとに整理をした。なお、本σー
タϕーεはਵ࣌৘報がߋ৽されているため、ද４については2019年̔月現ࡏの状況である。

（3）一般法人と公益法人とのൺֱ

　一般法人については、४ଇ主ٛによりઃཱされる法人であるため、会ܭ監査人が必ஔで

ある大規模法人をআき、内部統制の構築は、理事が内部統制についてのܾ定ٛ຿と、理事

としてのળ管注意ٛ຿としてద੾な内部統制を構築しておくٛ຿があるにա͗ͣ、外部か

ら内部統制の構築について指ఠされることがないため୲当者の認識は௿いと考えられる。

　これに対して、公益法人は、会ܭ監査人をݪଇとしてஔくことが規定されている（中小

規模法人はআく）。また、一般法人から公益法人へのҠ行のためには、چຽ法法人である

社ஂ法人、ஂࡒ法人のように行੓庁の認定が必要なため、認定औಘのために法ྩ९क体制

などの整備がٻめられている。この点からすると、公益法人が内部統制に関する認識につ

いては、一般法人より高い結果が出てくるとࢥわれたが、論文ᶃ141-142頁の結果では筆

22 同上、53頁。
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に行きಧいていないものが予想される。

（2）大規模法人と中小規模法人とのൺֱ

　長畑氏らのアンケート調査では、法人の࢈ࢿ規模（ෛֹ࠴をؚΉ）を確認している。論

文②では、࢈ࢿ規模が̑ԯԁ以上またはෛ200࠴ԯԁ以上のいͣれかにνΣοΫをした場

合、大規模法人としてѻい、そのଞは中小規模法人として整理されている20。長畑氏らの

アンケートでは、中小規模法人と大規模法人の法人਺は以下のようになっている。

ද̏ɹن໛ผのճ౴法人਺

中小規模法人 大規模法人
一般社ஂ法人ɾ一般ஂࡒ法人 3�1  �0
公益社ஂ法人ɾ公益ஂࡒ法人 424 156

ܭ �05 236

出所） 長畑प࢙稿「非営利法人における内部統制構築౓（業छɾ規模ผ）の分析」『ԣ
඿ཱࢢ大ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ6ר�ୈ̍߸、2016年、4�頁をまとめている。

　論文②90-92頁の結果によると、中小規模法人と大規模法人とのൺֱにおいて、内部統

制の֤ج本的要ૉの実施状況の認識についてશ般的に「ある」または「׳शとしてある」

が有意に上ঢしている。この結果から、中小規模法人とൺֱして大規模法人の方が内部統

制の認識が高く、その構築、運用が進んでいる傾向にある。また、「関܎ない」が有意に

上ঢしている点、「分からない」とのճ౴がݮগしている点は、中小規模法人とൺֱして、

Կが関܎ないかが大規模法人の୲当者は理解している点、分からないという理解ෆ଍がな

い点が長畑氏らにより指ఠされている21。ただ、論文②92頁（7）*5 への対応、論文②93頁

຿報告に関わる内部統制のϓϩηεについては、大規模法人であっても法人શ体のࡒ（�）

20 長畑प࢙稿「非営利法人における内部統制構築౓（業छɾ規模ผ）の分析」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓社会Պ
ֶ系ྻ』ୈ6ר�ୈ̍߸、2016年、45-46頁。

　 また、論文ᶅでは、ෛ࠴をআ外し、࢈ࢿ規模̌ʙ1
000ສԁを小規模、1
000ສԁ以上ʙ̍ԯԁະຬを中規
模、̍ԯԁ以上を大規模として分析を行っている（長畑प࢙ɾ小ઘ࿨೭、લܝ論文、6�頁）。分ྨに関
して長畑氏らは、「法定の分ྨに由དྷするようなࠜڌではなく、今ճのアンケートの分෍のόϥンεに
よるศٓ的分ྨである（長畑प࢙ɾ小ઘ࿨೭、લܝ論文、6�頁）」と示していることから、論文②にお
ける大規模法人には、大規模法人にۙい中規模法人がؚまれている可能性がある。それは、論文②での
分ྨج४であるෛ200ֹ࠴ԯԁ以上の想定は、一般法人での会ܭ監査人の必ஔ要݅ج४と一கし、そし
て「公益法人 JOGPSNBUJPO」における9
000法人の内、ෛ࠴૯ֹ200ԯԁ以上の法人が໿70法人ώοトし、
΄΅会ܭ監査人ઃஔ法人਺と一கすることから、そのଥ当性は理解できるものである。だが、࢈ࢿ規模
̑ԯԁ以上を大規模法人とすると、その対象法人は、「公益法人 JOGPSNBUJPO」において໿3
000法人とな
り、法人શ体の໿３分の̍を઎めることになるためである。

21 長畑प࢙、લܝ論文、52-53頁。
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ことを示ࠦする結果であるとも言える。 

　このことを医療法人に当てはめてΈるなら͹、医療法人では、大規模法人のׂ合がݶら

れたものとなっている（ද４ࢀর）。したがって、医療法人では、一般法人および公益法
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出所） ࣜג会社ωΦεςーδが৘報をऩ集し、σータϕーεとした医療法人৘報σータϕーε .FEJ$P 
4FBSDI をもとに医療法人の規模を以下の通り本དྷ業຿事業ऩ益をもとに整理をした。なお、本σー
タϕーεはਵ࣌৘報がߋ৽されているため、ද４については2019年̔月現ࡏの状況である。

（3）一般法人と公益法人とのൺֱ

　一般法人については、४ଇ主ٛによりઃཱされる法人であるため、会ܭ監査人が必ஔで

ある大規模法人をআき、内部統制の構築は、理事が内部統制についてのܾ定ٛ຿と、理事

としてのળ管注意ٛ຿としてద੾な内部統制を構築しておくٛ຿があるにա͗ͣ、外部か

ら内部統制の構築について指ఠされることがないため୲当者の認識は௿いと考えられる。

　これに対して、公益法人は、会ܭ監査人をݪଇとしてஔくことが規定されている（中小

規模法人はআく）。また、一般法人から公益法人へのҠ行のためには、چຽ法法人である

社ஂ法人、ஂࡒ法人のように行੓庁の認定が必要なため、認定औಘのために法ྩ९क体制

などの整備がٻめられている。この点からすると、公益法人が内部統制に関する認識につ

いては、一般法人より高い結果が出てくるとࢥわれたが、論文ᶃ141-142頁の結果では筆

22 同上、53頁。
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に行きಧいていないものが予想される。

（2）大規模法人と中小規模法人とのൺֱ

　長畑氏らのアンケート調査では、法人の࢈ࢿ規模（ෛֹ࠴をؚΉ）を確認している。論

文②では、࢈ࢿ規模が̑ԯԁ以上またはෛ200࠴ԯԁ以上のいͣれかにνΣοΫをした場

合、大規模法人としてѻい、そのଞは中小規模法人として整理されている20。長畑氏らの

アンケートでは、中小規模法人と大規模法人の法人਺は以下のようになっている。

ද̏ɹن໛ผのճ౴法人਺

中小規模法人 大規模法人
一般社ஂ法人ɾ一般ஂࡒ法人 3�1  �0
公益社ஂ法人ɾ公益ஂࡒ法人 424 156

ܭ �05 236

出所） 長畑प࢙稿「非営利法人における内部統制構築౓（業छɾ規模ผ）の分析」『ԣ
඿ཱࢢ大ֶ論૓社会Պֶ系ྻ』ୈ6ר�ୈ̍߸、2016年、4�頁をまとめている。

　論文②90-92頁の結果によると、中小規模法人と大規模法人とのൺֱにおいて、内部統

制の֤ج本的要ૉの実施状況の認識についてશ般的に「ある」または「׳शとしてある」

が有意に上ঢしている。この結果から、中小規模法人とൺֱして大規模法人の方が内部統

制の認識が高く、その構築、運用が進んでいる傾向にある。また、「関܎ない」が有意に

上ঢしている点、「分からない」とのճ౴がݮগしている点は、中小規模法人とൺֱして、

Կが関܎ないかが大規模法人の୲当者は理解している点、分からないという理解ෆ଍がな

い点が長畑氏らにより指ఠされている21。ただ、論文②92頁（7）*5 への対応、論文②93頁

຿報告に関わる内部統制のϓϩηεについては、大規模法人であっても法人શ体のࡒ（�）

20 長畑प࢙稿「非営利法人における内部統制構築౓（業छɾ規模ผ）の分析」『ԣ඿ཱࢢ大ֶ論૓社会Պ
ֶ系ྻ』ୈ6ר�ୈ̍߸、2016年、45-46頁。

　 また、論文ᶅでは、ෛ࠴をআ外し、࢈ࢿ規模̌ʙ1
000ສԁを小規模、1
000ສԁ以上ʙ̍ԯԁະຬを中規
模、̍ԯԁ以上を大規模として分析を行っている（長畑प࢙ɾ小ઘ࿨೭、લܝ論文、6�頁）。分ྨに関
して長畑氏らは、「法定の分ྨに由དྷするようなࠜڌではなく、今ճのアンケートの分෍のόϥンεに
よるศٓ的分ྨである（長畑प࢙ɾ小ઘ࿨೭、લܝ論文、6�頁）」と示していることから、論文②にお
ける大規模法人には、大規模法人にۙい中規模法人がؚまれている可能性がある。それは、論文②での
分ྨج४であるෛ200ֹ࠴ԯԁ以上の想定は、一般法人での会ܭ監査人の必ஔ要݅ج४と一கし、そし
て「公益法人 JOGPSNBUJPO」における9
000法人の内、ෛ࠴૯ֹ200ԯԁ以上の法人が໿70法人ώοトし、
΄΅会ܭ監査人ઃஔ法人਺と一கすることから、そのଥ当性は理解できるものである。だが、࢈ࢿ規模
̑ԯԁ以上を大規模法人とすると、その対象法人は、「公益法人 JOGPSNBUJPO」において໿3
000法人とな
り、法人શ体の໿３分の̍を઎めることになるためである。

21 長畑प࢙、લܝ論文、52-53頁。
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制の理解がൃల్上にあり、大規模法人では、શ般的にその理解が進んでいる部分が見ら

れた。ただ、公益性の高い公益法人の内、大規模法人については、一般法人とൺֱして有

意な結果がಘられなかった。

　また、アンケート結果より、内部統制の実施状況に関しては、೔ৗ的な業຿に対するリ

εΫ対応はなされている一方、ྟ࣌的な、ಥൃ的な事象に対する対応がे分にとられてい

ない結果が出ていた。それは非営利組織体がさま͟まなリεΫに௚໘しており、ϛογϣ

ンୡ੒のためのリεΫϚωδϝントがॏ要となっているためである。

　以上から、医療法人における内部統制の実態調査を実施するにあたり、長畑氏らの先行

調査は多くの示ࠦを༩えてくれるものであった。本稿のݕ౼を通して、医療法人における

内部統制の実態調査においては以下の点について実施し、医療法人における内部統制の現

状を೺Ѳすることに努めたい。

　　ɾ医療法人の管理者、医ࢣやࢣޢ؃の内部統制の認識

　　ɾ医療法人の管理者、医ࢣやࢣޢ؃の内部統制のج本的要ૉの理解

　　ɾ監査対象である大規模法人とそれ以外の認識の違い

　　ɾ公益性の高い社会医療法人とそれ以外の医療法人との認識の違い

　　ɾ શ般的な体制がとられているか、リεΫに特Խした部分的な体制かどうか

　すなわͪ、医療法人では、理事౳の管理者における内部統制の認識はあるఔ౓あるもの

の、医ࢣやࢣޢ؃౳のै業員のཱ場では、一般法人および公益法人の調査以上にその認識

Ϩϕϧが௿いこととࢥわれる。さらに言うなれ͹、内部統制という言༿を認識していない

ׂ合も多いのではないかと想૾できるところである。

　また、内部統制のج本的要ૉに関しての調査では、これらについてもその認識は௿く、

まれている要ૉがあるのではないか、それࠐ存の体制の中に஌らͣ஌らͣのうͪに組Έط

をந出することをࢼΈたいとࢥっている。

　さらに、これらの認識について規模および公益性による調査も行い、医療法人における

内部統制のਁಁが高まるखがかりをಘられるのではないかと考えている。これらについて

は、今後、医療法人における内部統制の実態調査を進め、վめてࢴ໘で報告することとする。

（本研究は +414 Պ研අ +119,13�73のॿ੒を受けたものです。）

ෟه
　2019年のळに本稿をఏ出し、監査論研究のॾ先ੜ方の͝意見を௖ଷしながら医療法人の

アンケート調査に向け४備を進めていた。2020年となり、いよいよ医療関܎者、医療に関

する研究者、医療法人にώアリングを実施し、2020年4月よりアンケート調査の実施に向
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者の予想に反し両者には認識の大きな差はなかった。

　この点について長畑氏らは、さらに一般法人と公益法人の中小規模法人と大規模法人に

分け、より詳細に分析を行っている（論文②93-100頁）。論文②93-96頁より中小規模の公

益法人は、中小規模の一般法人より、「ある」が有意に増加しているところが見受けられ、

特にモニタリングについては４か所で有意に増加していることから、中小規模法人では、

公益法人が一般法人よりも内部統制の構築、運用が進んでいるとの結果になった23。

　次に、大規模の公益法人および一般法人の結果が論文②97-100頁に示されている。この

結果は、当初の想定とは異なり一般法人の方が内部統制の構築、運用が進んでいる結果と

なった。この理由については、筆者として以下のような可能性を考えた。

　公益法人は、一般法人と異なり公益性、公益事業の実施に集中する傾向、監督官庁によ

る監視に依存する傾向があり内部統制などの体系的な内部体制の構築を行っていないこと

も考えられる。これに対して一般法人は、監督官庁はなく、自主的に管理する体制、特に

大規模一般法人は企業との接点も多いことから、企業に信頼してもらえる体制整備に努め

ている可能性もあり24、その点から想定とは逆転した結果があらわれ、それがまた、公益

法人における内部統制の課題の一つになるであろう。

　この点に関して、医療法人の場合には、公益性の高い社会医療法人とそれ以外の医療法

人とでは明確な違いを認識でき、社会医療法人での内部統制の構築は高い結果が出てくる

ものと予想される。それは、一般法人のように医療法人が企業との接点が多いわけでなく、

企業に信頼してもらえる体制整備は必要ない。ただ、長畑氏らの調査において大規模法人

における逆転現象については、今後の医療法人の実態調査において、社会医療法人が公益

性や監督官庁の監視、指導への対応に偏っていないかどうかについて注意をして調査する

必要がある。

Ⅳ．おわりに～医療法人における内部統制の実態調査に向けて～

　本稿では、これまで内部統制の構築、運用について進んでいないと言われていた非営利

組織体の内、先行研究としてアンケート調査が行われた一般法人および公益法人の結果の

紹介を通して、非営利組織体における内部統制の状況の一端を理解することができた。

　アンケート結果では、一般法人および公益法人の中でも規模の小さい法人では、内部統

23 同上、53頁。
24 非営利法人格選択に関する実態調査委員会『非営利法人格選択に関する実態調査報告書』2015年３月、

63-64頁。
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制の理解がൃల్上にあり、大規模法人では、શ般的にその理解が進んでいる部分が見ら

れた。ただ、公益性の高い公益法人の内、大規模法人については、一般法人とൺֱして有

意な結果がಘられなかった。

　また、アンケート結果より、内部統制の実施状況に関しては、೔ৗ的な業຿に対するリ

εΫ対応はなされている一方、ྟ࣌的な、ಥൃ的な事象に対する対応がे分にとられてい

ない結果が出ていた。それは非営利組織体がさま͟まなリεΫに௚໘しており、ϛογϣ

ンୡ੒のためのリεΫϚωδϝントがॏ要となっているためである。

　以上から、医療法人における内部統制の実態調査を実施するにあたり、長畑氏らの先行

調査は多くの示ࠦを༩えてくれるものであった。本稿のݕ౼を通して、医療法人における

内部統制の実態調査においては以下の点について実施し、医療法人における内部統制の現

状を೺Ѳすることに努めたい。

　　ɾ医療法人の管理者、医ࢣやࢣޢ؃の内部統制の認識

　　ɾ医療法人の管理者、医ࢣやࢣޢ؃の内部統制のج本的要ૉの理解

　　ɾ監査対象である大規模法人とそれ以外の認識の違い

　　ɾ公益性の高い社会医療法人とそれ以外の医療法人との認識の違い

　　ɾ શ般的な体制がとられているか、リεΫに特Խした部分的な体制かどうか

　すなわͪ、医療法人では、理事౳の管理者における内部統制の認識はあるఔ౓あるもの

の、医ࢣやࢣޢ؃౳のै業員のཱ場では、一般法人および公益法人の調査以上にその認識

Ϩϕϧが௿いこととࢥわれる。さらに言うなれ͹、内部統制という言༿を認識していない

ׂ合も多いのではないかと想૾できるところである。

　また、内部統制のج本的要ૉに関しての調査では、これらについてもその認識は௿く、

まれている要ૉがあるのではないか、それࠐ存の体制の中に஌らͣ஌らͣのうͪに組Έط

をந出することをࢼΈたいとࢥっている。

　さらに、これらの認識について規模および公益性による調査も行い、医療法人における

内部統制のਁಁが高まるखがかりをಘられるのではないかと考えている。これらについて

は、今後、医療法人における内部統制の実態調査を進め、վめてࢴ໘で報告することとする。
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アンケート調査に向け४備を進めていた。2020年となり、いよいよ医療関܎者、医療に関

する研究者、医療法人にώアリングを実施し、2020年4月よりアンケート調査の実施に向
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者の予想に反し両者には認識の大きな差はなかった。

　この点について長畑氏らは、さらに一般法人と公益法人の中小規模法人と大規模法人に

分け、より詳細に分析を行っている（論文②93-100頁）。論文②93-96頁より中小規模の公

益法人は、中小規模の一般法人より、「ある」が有意に増加しているところが見受けられ、

特にモニタリングについては４か所で有意に増加していることから、中小規模法人では、

公益法人が一般法人よりも内部統制の構築、運用が進んでいるとの結果になった23。

　次に、大規模の公益法人および一般法人の結果が論文②97-100頁に示されている。この

結果は、当初の想定とは異なり一般法人の方が内部統制の構築、運用が進んでいる結果と

なった。この理由については、筆者として以下のような可能性を考えた。

　公益法人は、一般法人と異なり公益性、公益事業の実施に集中する傾向、監督官庁によ

る監視に依存する傾向があり内部統制などの体系的な内部体制の構築を行っていないこと

も考えられる。これに対して一般法人は、監督官庁はなく、自主的に管理する体制、特に

大規模一般法人は企業との接点も多いことから、企業に信頼してもらえる体制整備に努め

ている可能性もあり24、その点から想定とは逆転した結果があらわれ、それがまた、公益

法人における内部統制の課題の一つになるであろう。

　この点に関して、医療法人の場合には、公益性の高い社会医療法人とそれ以外の医療法

人とでは明確な違いを認識でき、社会医療法人での内部統制の構築は高い結果が出てくる

ものと予想される。それは、一般法人のように医療法人が企業との接点が多いわけでなく、

企業に信頼してもらえる体制整備は必要ない。ただ、長畑氏らの調査において大規模法人

における逆転現象については、今後の医療法人の実態調査において、社会医療法人が公益

性や監督官庁の監視、指導への対応に偏っていないかどうかについて注意をして調査する

必要がある。

Ⅳ．おわりに～医療法人における内部統制の実態調査に向けて～

　本稿では、これまで内部統制の構築、運用について進んでいないと言われていた非営利

組織体の内、先行研究としてアンケート調査が行われた一般法人および公益法人の結果の

紹介を通して、非営利組織体における内部統制の状況の一端を理解することができた。

　アンケート結果では、一般法人および公益法人の中でも規模の小さい法人では、内部統

23 同上、53頁。
24 非営利法人格選択に関する実態調査委員会『非営利法人格選択に関する実態調査報告書』2015年３月、

63-64頁。
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け४備を進めていく࠷中、ੈ քが৽ܕίϩφ΢ΠϧεのײછのӨڹを受けることになった。

筆者の内部統制に関する実態調査は中அすることになるが、この状況に࠷લઢでཱͪ向か

う医療関܎の方ʑの҆શをف೦し、また一೔もૣく事態がऩଋすることをئう͹かりであ

る。
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